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法
人
・
福
祉
施
設
職
員
の
間
で
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
共
有
し
て
い
け
ば
よ
い
か
。
委

員
会
で
は
、
次
の
４
つ
の
大
事
に
す
べ
き

視
点
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

　
第
一
に
「
施
設
利
用
者
の
被
災
時
の
様

子
を
理
解
す
る
こ
と
」、第
二
に
「
そ
の
上

で
、
施
設
職
員
と
し
て
の
災
害
時
の
基
本

的
な
ス
タ
ン
ス
を
理
解
す
る
こ
と
」で
す
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
法
人・福
祉
施
設
は
、

地
域
の
中
の
一
資
源
と
し
て
の
役
割
が
あ

る
こ
と
か
ら
、「
地
域

住
民
の
避
難
先
と
な
る

想
定
や
、
地
域
住
民
の

協
力
を
得
な
が
ら
施
設

内
の
災
害
対
応
を
乗
り

越
え
て
い
く
想
定
を
伝

え
て
い
く
こ
と
」
と
し

ま
し
た
。
こ
れ
が
第
三

の
視
点
で
す
。

　
さ
ら
に
、
第
四
の
視

点
と
し
て
「
当
該
市
区

町
村
内
・
県
内
・
県
外

か
ら
の
外
部
支
援
を
ど

の
よ
う
に
受
け
入
れ
、

対
応
し
て
い
く
か
」
に

つ
い
て
も
触
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
災
害
発
生

時
に
は
、
福
祉
施
設
も

職
員
自
身
も
被
災
し
、

今
ま
で
の
設
備
や
マ
ン

パ
ワ
ー
で
は
到
底
対
応

し
き
れ
な
い
事
態
が
想

定
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

災
害
時
に
必
要
と
な
る
こ
と
と

時
系
列
で
の
お
さ
え

　
被
災
地
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
内
容
は
、
ガ
ソ

リ
ン
や
通
信
手
段
の
確
保
、
地
域
住
民
と

の
関
わ
り
、
支
援
者
の
役
割
分
担
や
チ
ー

ム
運
営
の
大
切
さ
等
、多
岐
に
渡
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
整
理
し
て
ま
と
め
て
み
る

と
、
物
資
・
備
蓄
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整

備
や
避
難
所
の
運
営
、事
業
継
続
計
画（
Ｂ

県
内
外
の
関
係
者
と
の
協
働
に
よ
る

研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り

　
昨
年
９
月
に
第
１
回
目
の
会
合
を
設
け

た
「
災
害
支
援
施
設
職
員
ノ
ウ
ハ
ウ
研
修

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
策
定
委
員
会
」（
委
員
長：

浦
野
正
男
(福)
中
心
会
理
事
長
）
で
は
、
本

会
経
営
者
部
会
及
び
施
設
部
会
の
社
会
福

祉
法
人
・
福
祉
施
設
関
係
者
、
学
識
経
験

者
に
加
え
、
県
保
健
福
祉
局
の
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
の
も
と
、
議
論
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
立
ち
上
げ
の
背
景
に
は
、
被
災
地

支
援
を
継
続
し
て
い
く
中
で
改
め
て
感
じ

た
協
働
の
大
切
さ
、
本
県
に
お
け
る
被
災

し
た
際
の
備
え
と
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
数
多
く
あ
る
と
い
う
現
状

認
識
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
の
取
り
組
み
と
し
て
、
特
筆
す

べ
き
は
、
徹
底
し
た
被
災
地
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
っ
た
こ
と
で
す
。

　
「
ど
ん
な
に
想
像
を
巡
ら
し
て
も
、
被

災
し
た
状
況
は
計
り
知
れ
な
い
」「
社
会

福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
動
き
が
求
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
」

「
発
災
か
ら
１
週
間
の
初
期
段
階
、
外
部

支
援
が
入
ら
な
い
段
階
で
の
対
応
を
知
り

た
い
」

　
発
災
当
時
の
様
子
や
現
在
に
至
る
ま
で

の
気
持
ち
の
変
化
な
ど
、
社
会
福
祉
施
設

経
営
者
・
職
員
の
立
場
か
ら
疑
問
点
を
整

理
し
、
実
際
に
被
災
地
を
訪
問
し
て
聞
き

取
り
を
行
い
、課
題
整
理
を
進
め
ま
し
た
。

　
計
３
回
に
わ
た
る
被
災
地
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
っ
て
き
た
中
で
、
特
に
印
象
深
か
っ

た
こ
と
は
「
当
初
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

人
々
が
福
祉
施
設
に
避
難
し
、
一
定
期
間

を
共
に
過
ご
し
た
」
と
い
う
現
実
で
す
。

「
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
救
助
さ
れ

た
方
が
、
た
ま
た
ま
施
設
の
そ
ば
に
あ
っ

た
空
き
地
に
降
り
立
ち
、
そ
の
ま
ま
福
祉

施
設
で
昼
夜
を
過
ご
し
た
」
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
あ
り
ま
し
た
。

被
災
地
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
基
づ
く

大
事
に
す
べ
き
４
つ
の
視
点

　
研
修
会
を
通
し
て
、
本
県
の
社
会
福
祉

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
半
が
経
ち
ま
し
た
が
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
不
安
は
ま
だ
消

え
ま
せ
ん
。
復
興
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。
多
く
の
犠
牲
者
を
悼
み
、そ
の
上
で
「
あ

の
日
」
の
体
験
を
教
訓
に
し
て
い
こ
う
と
、
本
会
で
は
約
１
年
を
か
け
て
、
災
害
発
生
初

期
の
社
会
福
祉
施
設
職
員
対
応
に
つ
い
て
、
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ

こ
で
今
回
は
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
経
過
と
第
１
回
研
修
会
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

特
集

被
災
時
に
社
会
福
祉
施
設
は
ど
う
動
く
か

―
「
災
害
発
生
初
期
対
応 

施
設
職
員
ノ
ウ
ハ
ウ
研
修
」
の
取
り
組
み

価値観・姿勢

①発生前 ②初期（生命維持期）
当日～３日（72時間）

③次期（外部支援受入期）
４日～１週間

④中期（本来機能復旧期）
８日～１カ月

⑤終期（復興期）
１カ月～

知識・情報

技術・技能

被災者・被災状況の理解
初期時対応

福祉避難所運営
外部支援・救援物資コーディネート

生活相談・社会資源（地域）調整

被災者・被災状況の理解（傾聴・相談援助技術・記録）
初期時対応（リーダーシップ）

福祉避難所運営（リーダーシップ・コミュニケーション・ストレスマネジメント）
外部支援・物資支援コーディネート（コミュニケーション・コーディネート）

生活相談・社会資源（地域）調整（傾聴・相談援助技術・コーディネート）
ＢＣＰ（事業継続計画）・リスクマネジメント・組織管理（人材 /財務 /場所）

被災者・被災状況の理解
物資・備蓄ガイドライン

初期時対応
福祉避難所運営

外部支援・救援物資コーディネート
生活相談・社会資源（地域）調整

ＢＣＰ（事業継続計画）

■（Ｆｉｒｓｔ ＳＴＥＰ：一般）　■（Ｆｉｒｓｔ ＳＴＥＰ：管理）　■（Ｓｅｃｏｎｄ ＳＴＥＰ）　■（Ｔｈｉｒｄ ＳＴＥＰ）

別表 研修カリキュラムの全体構成
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Ｃ
Ｐ
）
の
考
え
方
、
災
害
時
に
円
滑
に
物

事
を
進
め
て
い
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
ス
ト
レ
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素

が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
そ
れ
ら
を
研
修
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
、
別
表
の
よ
う
に
ま
と

め
ま
し
た
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
ニ
ー

ズ
や
対
応
も
変
化
し
て
く
る
こ
と
か
ら
、

時
系
列
で
、
①
発
生
前
、
②
初
期
（
生
命

維
持
期
：
災
害
発
生
当
日
〜
３
日
）、
③

次
期
（
外
部
支
援
受
入
期
：
４
日
〜
１
週

間
）、
④
中
期
（
本
来
機
能
復
旧
期
：
８

日
〜
１
カ
月
）、
⑤
終
期
（
復
興
期
：
１

カ
月
以
降
）
の
５
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け

て
、
整
理
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、ま
ず
は「
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ

プ
：
一
般
」
と
し
て
、
時
系
列
①
〜
③
に

お
け
る
職
員
対
応
を
中
心
に
、
研
修
を
組

み
立
て
て
い
き
ま
し
た
。

第
１
回
研
修
会
レ
ポ
ー
ト

「
あ
の
日
、
何
が
起
こ
っ
た
か
」

　
今
年
８
月
に
開
催
し
た
第
１
回
研
修
会

で
は
、
発
災
当
時
の
様
子
を
参
加
者
に
感

じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
宮
城
県
名
取
市
で

障
害
者
施
設
を
運
営
す
る
笠
井
晃
施
設
長

（
(福)
み
の
り
会
）
か
ら
、
被
災
前
・
被
災

直
後
の
福
祉
施
設
の
様
子
や
、
一
日
ご
と

の
職
員
の
動
き
に
つ
い
て
時
間
の
経
過
と

と
も
に
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
笠
井
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
り
、
職
員

対
応
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
①
正

確
な
情
報
に
基
づ
く
安
全
性
、
②
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
に
よ
る
継
続
性
、
③
拠
点
が
あ
る

こ
と
に
よ
る
安
定
性
、
④
オ
ー
プ
ン
ス
タ

ン
ス
が
も
た
ら
し
た
絆
・
社
会
性
を
挙
げ

ま
し
た
。

　
笠
井
さ
ん
の
実
践
報
告
を
踏
ま
え
て
、

参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し

た
。「
利
用
者
・
職
員
等
の
安
否
確
認
や

本
来
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
の
体
制
構

築
」
に
つ
い
て
の
テ
ー
マ
で
は
、
安
否
確

認
の
方
法
と
し
て
、
一
斉
メ
ー
ル
配
信
や

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
導
入
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
た
ほ
か
、
避
難
す
る
想
定
で
は
、

利
用
者
の
服
薬
デ
ー
タ
の
共
有
化
（
福
祉

施
設
で
の
一
括
管
理
）
や
ア
レ
ル
ギ
ー
の

有
無
な
ど
、
具
体
的
な
視
点
が
挙
が
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、「
地
域
住
民
・
地
元
と
の
関
係

づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
や
商
店

街
と
の
つ
な
が
り
の
強
化
、
日
ご
ろ
か
ら

付
き
合
い
の
あ
る
給
食
業
者
と
の
食
材
に

関
す
る
協
定
を
結
ぶ
等
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
討
議
を
受
け
て
、
笠
井
さ
ん

か
ら
は
「
食
糧
の
備
蓄
が
残
り
一
日
分
と

な
っ
た
と
き
が
施
設
職
員
と
し
て
一
番
つ

ら
か
っ
た
。
明
日
か
ら
ど
う
し
よ
う
か
と

考
え
て
し
ま
う
し
、
平
等
に
皆
さ
ん
に
配

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
と
き
、

食
材
や
寝
具
を
融
通
し
て
く
れ
た
の
は
地

域
の
方
々
だ
っ
た
し
、
施
設
が
流
失
し
、

拠
点
探
し
を
し
て
い
た
と
き
も
空
き
物
件

や
業
者
を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
、
施
設

利
用
者
の
保
護
者
や
地
域
の
方
々
だ
っ

た
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
一
歩
、こ
れ
か
ら
よ
り
良
い
も
の
に

　
研
修
開
催
の
案
内
か
ら
３
日
で
定
員
に

達
す
る
な
ど
、
関
心
の
大
き
さ
を
感
じ
さ

せ
る
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
第
１

回
と
同
じ
内
容
で
の
開
催
（
11
月
・
２
月

の
２
回
）
を
予
定
し
て
お
り
、
第
１
回
参

加
者
も
交
え
て
、
よ
り
良
い
内
容
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
福
祉
施
設

職
員
の
実
践
研
修
と
し
て
は
、
全
国
的
に

も
数
少
な
い
取
り
組
み
で
あ
り
、
ス
タ
ー

ト
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
本
県
の
社
会
福

祉
法
人
・
施
設
の
備
え
と
な
り
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
対
応
で
き
る
福
祉
施
設
職
員

の
養
成
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

 

（
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
担
当
）

　神奈川県知的障害施設団体連合会では、昨年４月11
日から７月3日にかけ、障害者支援施設 仙台つどい
の家（宮城県仙台市）、(福)石巻祥心会(宮城県石巻市)
に職員を派遣しました。
　私も現地に入り、①津波による壊滅的な被災をした
地域とそうでない地域との差が大きい、②福祉職員も
行政職員も皆被災している、③行政は広く一般市民の
対応に追われ、障害福祉だけ特別な対応は困難な状況
にあったと感じました。
　被災地支援から学んだ教訓をどう生かすか？第一に
自助。被災から、自衛隊等の支援体制が整うまでの一
週間が重要。次が共助。被災状況が比較的軽かった福
祉施設など、お互いに応援し合うことが重要であり、
日ごろから自事業所以外の地域の関係機関との連携が
大事だと感じました。最後に公助。自助・共助で成り
立たない部分を公的機関がフォローすることです。
　私の法人では、今回の教訓を生かし、物資・備蓄品
の見直しを行い、事業継続計画（BCP）作成に向けて取
り組みを始めました。今回の研修会では、本県で大規
模災害が発生した場合、何を考え・何に取り組み・行
動するか、考えるきっかけになるよう期待しています。

災害支援施設職員ノウハウ研修
カリキュラム策定委員会
委員　　河原　雄一
（（福）藤沢育成会 湘南セシリア施設長）

被災地支援から学んだこと

研修会の実践報告では、笠井さん（左）が感極まる場面
もあり、参加者は３月11日の出来事を改めて思い返し、
その教訓を大切にする気持ちを一つにしました
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